
（別紙３）

～ R8年3月31日

（対象者数） 63 （回答者数） 25

～ R8年3月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 今後も清掃・安全点検・環境調整の記録を継続し、活動ス

ペースの使い方をさらに分かりやすく示せるよう、掲示物や

視覚支援、空間の区分けの工夫を見直していきます。

2 職員間で支援の意図や具体的な関わり方をよりそろえられる

よう、記録様式・引継ぎ内容・ケース会議で確認する項目を

整理し、支援の質を安定して提供できる体制を整えていきま

す。

3 保護者に伝わりやすい情報発信を継続するとともに、支

援のねらい・活動内容・ご家庭での関わり方をさらに整

理して発信し、保護者が必要な情報を受け取りやすい形

に整えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 契約時・計画説明時・日々の記録・SNS等で伝える内容を整

理し、環境の使い方や支援のねらいがより分かりやすく伝わ

るよう、説明資料や掲示、LINEでの案内を見直していきま

す。

2 必要に応じて外部研修や専門職からの助言を取り入れ、事業

所内の振り返りだけでなく、外部の視点も活用できる機会を

検討します。また、無理のない範囲で家族向け学習会や交流

機会のあり方を整理していきます。

3 記録様式、引継ぎ内容、ケース会議で確認する視点を整理

し、職員間で共有します。支援事例を蓄積し、研修やロール

プレイを通じて、誰が関わっても一貫した支援につながるよ

う取り組みます。

一部の項目で「どちらともいえない」「わからない」の回答

があり、環境の工夫や支援内容、契約時説明、きょうだいへ

の配慮、SNS等での発信について、すべての保護者に同じよ

うに伝わっているとは限らない点が課題として考えられま

す。

実際には環境調整や支援内容の共有を行っているものの、取

り組みの目的や具体的な工夫が、利用状況や確認する媒体に

よって伝わり方に差が出ている可能性があります。

外部評価、地域との交流、保護者同士・きょうだい同士の交

流機会については、現時点では一部実施または個別対応にと

どまっている項目があり、今後の検討課題として整理されま

す。

個別支援や保護者対応を優先してきたため、外部の視点を取

り入れる機会や、地域・保護者同士の交流を計画的に行う体

制づくりは、今後さらに整備が必要な段階です。

日々の記録や支援の振り返りは行われていますが、職員間で

の実施状況や記録内容にばらつきが出ないよう、継続的な確

認が必要です。支援の質を安定させるための仕組みづくりが

課題です。

個々の職員が丁寧に支援を行っている一方で、支援の意図、

記録の残し方、保護者への共有内容を職員間でそろえるに

は、共通の確認項目や振り返りの場をさらに整える必要があ

ります。

個別支援計画や日々の支援内容について、保護者から「細か

なところまで計画に入っている」「相談内容がプログラムに

反映されている」といった意見があり、一人ひとりに応じた

支援が強みとして確認できました。

初回面談、観察記録、標準化ツール等を用いて多面的に状況

を把握し、児童発達支援管理責任者と担当職員がケース検討

を行いながら支援内容を整理しています。写真付きの記録や

日々のやりとりを通じて、ご家庭の意向を支援に反映できる

よう努めています。

保護者への説明や相談対応について、悩みや小さな相談にも

対応していること、記録やSNS等を通じて事業所の取組が伝

わっていることが評価されています。ご家庭と事業所が情報

を共有しながら支援を進められている点が強みです。

LINE、写真付きのサービス提供記録、面談、見学時の対話、

SNS等を活用し、支援内容や活動の様子を分かりやすく伝え

ることを意識しています。相談を受けた内容は必要に応じて

職員間で共有し、次回以降の支援に反映しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

環境面では、活動しやすい空間や粗大運動に取り組めるス

ペースについて肯定的な回答が多く、児童発達支援・放課後

等デイサービスのいずれも「はい」の割合が高い結果となり

ました。空間の使い方や清潔さについても、概ね安心して利

用できる環境として受け止められています。

活動内容ごとに空間を分け、机配置や動線をその日の活動に

合わせて調整しています。視覚的に分かりやすい提示や、

クールダウン・個別対応ができる場所の確保を行い、子ども

が見通しを持って取り組める環境づくりを意識しています。

○事業所名 alikids

○保護者評価実施期間
R7年4月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


